
構
成
さ
れ
る一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
が
自
治
体
の
優
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
動
画
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
同
ア

ワ
ー
ド
は
、
地
域
の
魅
力
を
国
内
外
に
発

信
す
る
活
動
の一助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
今
回
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部
門
に

１
０
９
点
、
動
画
部
門
に
１
４
３
点
の
応

募
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
に
各
賞
が
発
表
さ
れ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
部
門
で
は
本
町
の
「
シ
マ
ン
ト
チ
ョ

ウ 

シ
ア
ワ
セ
ブ
ッ
ク
」
が
、
動
画
部
門
で

は
青
森
県
大
鰐
町
の
「
家
族
の
か
た
ち
、

大
鰐
の
く
ら
し
」
が
そ
れ
ぞ
れ
大
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
本
町
の
受
賞
理
由
と
し

て
は
、
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
着
目
さ

れ
、
モ
ノ
や
人
の
魅
力
を
引
き
出
す
写
真

の
美
し
さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
巧
み
で
、
ペ
ー

ジ
を
開
く
ご
と
に
目
を
楽
し
ま
せ
る
リ
ズ
ム

が
素
晴
ら
し
い
な
ど
、
審
査
員
の
高
評
価

を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
作
品
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
々
に
本
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
受

賞
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
で
暮

ら
す
方
々
の
魅
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
今
後
の
移
住
定
住
施
策
の
励
み
と

し
て
、
よ
り一層
の
施
策
推
進
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
整
備
事
業
の

　
進
捗
状
況

　

現
在
は
旧
役
場
本
庁
舎
跡
地
へ
の
施
設

整
備
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
度
「
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
案
）」
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

計
画
案
の
作
成
で
は
、
関
係
機
関
や
各

種
団
体
等
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
ほ
か
、
図

書
館
・
美
術
館
の
利
用
者
、
町
内
の
学
生
・

保
護
者
、
さ
ら
に
は
町
民
の
皆
様
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
予
定
と
し
て
お
り
、
今
後
は
12
月
下
旬

か
ら
の
意
見
公
募
手
続
を
経
て
来
年
３
月

の
計
画
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
本
体
の
実
施
設
計
は
、
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て
基
本

設
計
か
ら
の
変
更
点
を
協
議
し
、
施
設
の

構
造
等
に
関
す
る
主
要
部
分
の
決
定
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
格

的
な
実
施
設
計
作
業
に
着
手
し
、
来
年
10

月
の
設
計
完
成
と
同
年
12
月
議
会
定
例
会

へ
の
本
体
建
設
工
事
費
の
予
算
計
上
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
中
の
開
館
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
の
推
進

　

第
２
期
四
万
十
町
立
小
中
学
校
適
正
配

置
計
画
に
基
づ
く
小
学
校
の
統
合
時
期
を

令
和
７
年
４
月
以
降
と
す
る
方
針
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
９
月
末
か
ら
対
象
校
区
で

説
明
会
を
開
催
し
、
令
和
９
年
度
ま
で
の

推
計
児
童
数
も
お
示
し
た
う
え
で
、
改
め

て
統
合
の
必
要
性
等
を
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

説
明
会
で
は
、
統
合
の
準
備
を
進
め
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
る一方
、
署
名
活
動
を

含
め
存
続
を
強
く
要
望
す
る
動
き
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

適
正
配
置
計
画
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
を
第一に
考
え
た
計
画
で
は
あ
り
ま

す
が
、
小
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
な
役
割
も
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ

う
丁
寧
な
協
議
を
進
め
ま
す
。

■
議
員
報
酬
改
正
に
係
る

　
住
民
訴
訟
の
結
果

　

本
訴
訟
は
、
本
町
住
民
の
原
告
が
、

四
万
十
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
違
法
無
効
な
も
の
で
あ

り
、
改
正
条
例
に
基
づ
く
議
員
報
酬
の
支

払
が
違
法
な
財
務
会
計
行
為
に
当
た
る
と

主
張
し
て
、
町
長
に
対
し
、
差
額
分
の
支

払
差
止
め
を
求
め
た
住
民
訴
訟
で
す
。
な

お
原
告
は
、
令
和
元
年
12
月
10
日
付
け
で

四
万
十
町
監
査
委
員
に
住
民
監
査
請
求
を

行
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
１
月
15
日
付

け
で
却
下
の
通
知
を
受
け
た
た
め
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
本
訴
訟
を
提
起

し
た
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
11
月
16
日
に
高
知
地
方
裁
判

所
で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
の
要
旨
は
、
原

告
の
請
求
の
う
ち
、
口
頭
弁
論
終
結
時
ま

で
に
さ
れ
た
議
員
報
酬
の
支
払
差
止
め
を

求
め
る
部
分
は
既
に
対
象
行
為
が
完
了
し

て
お
り
不
適
法
で
あ
る
た
め
却
下
し
、
本

件
改
正
条
例
は
適
法
に
制
定
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
原
告
の
そ
の
余
の

請
求
は
棄
却
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

本
件
改
正
条
例
は
、
四
万
十
町
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
へ
の
諮
問
・
答
申
や
意
見
公

募
手
続
な
ど
所
要
の
手
続
き
を
経
て
議
案

を
上
程
し
、
議
決
を
得
た
も
の
で
し
た
の

で
、
町
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
判
決
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
原
告
に
よ
る
控
訴

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
判
決
は

確
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、一層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
12
月

令
和
３
年
12
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
全
国

の
緊
急
事
態
宣
言
等
も
解
除
さ
れ
、
本
県

も
直
近
約
１
か
月
は
新
規
感
染
者
は
お
ら

ず
、
警
戒
レ
ベ
ル
は
最
も
低
い
感
染
観
察

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
外
で
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
政
府
は

11
月
末
か
ら
外
国
人
の
入
国
を
制
限
し
感

染
拡
大
防
止
の
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
必
要
な

対
策
を
講
じ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
末
年
始
で
会
食
等

の
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
３
密
の
回
避
な
ど
、
感
染
症
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
特

に
、
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
会
食
や
旅
行
な
ど

同
居
家
族
や
日
常
的
に
接
し
て
い
る
方
以

外
と
の
接
触
を
伴
う
行
動
は
慎
重
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

次
に
、
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
の
ご
報
告
で
す
。

　

４
月
下
旬
か
ら
開
始
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
10
月
末
ま
で
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
へ々
の
接
種
を
も
っ
て一旦
終
了
と
し
ま

し
た
。
10
月
末
時
点
で
の
12
歳
以
上
の
方

の
２
回
目
の
接
種
率
は
８
６
．
９
％
、
65

歳
以
上
で
は
94
％
の
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

11
月
末
か
ら
は
、
新
た
に
接
種
対
象
と

な
る
12
歳
到
達
者
や
、
理
由
が
あ
り
接
種

で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
町
内
２
つ
の

医
療
機
関
で
日
時
を
限
定
し
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

３
回
目
の
追
加
接
種
に
つ
い
て
、
12
月

７
日
時
点
の
厚
生
労
働
省
の
説
明
で
は
、

２
回
目
接
種
終
了
後
か
ら
８
か
月
以
上
経

過
し
た
18
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
町
で
の
３
回
目
の

接
種
時
期
は
、
当
初
優
先
接
種
し
た
医
療

従
事
者
等
を
１
月
中
旬
に
開
始
し
、
町
民

の
皆
様
に
つ
い
て
は
２
月
初
旬
か
ら
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
予
約
受
付
を
行
い
同
月
中
旬

か
ら
前
回
同
様
に
集
団
お
よ
び
個
別
接
種

会
場
で
接
種
を
進
め
る
よ
う
調
整
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
接
種
間
隔
の
前
倒
し
も

検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
確
保
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
確
認
し
た
う
え
で
、
状
況

に
応
じ
、
準
備
の
整
っ
た
医
療
機
関
等
の

接
種
か
ら
順
次
開
始
で
き
る
よ
う
、
当
初

の
予
定
と
並
行
し
て
調
整
し
て
い
ま
す
。

■
ド
ロ
ー
ン
運
航
管
理
シ
ス
テ
ム
の

　
実
証
実
験

　

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
は
、
ド
ロ
ー
ン

の
運
航
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
へ
の
研
究

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
実
証
実
験
の

フ
ィ
ー
ル
ド
に
本
町
が
選
定
さ
れ
、
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
実
証
実
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

実
験
で
は
、
本
町
で
の
活
用
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
「
防
災
」「
物
流
」「
測

量
・
調
査
」
の
３
事
例
を
想
定
し
、
４
地

区
で
検
証
が
行
わ
れ
、「
防
災
」
で
は
、

災
害
に
よ
る
興
津
坂
の
通
行
不
能
時
を
想

定
し
、
東
又
地
区
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

か
ら
興
津
地
区
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
周
辺
へ
救
援

物
資
を
配
送
す
る
実
験
、「
物
流
」
で
は
、

十
和
体
育
館
か
ら
四
万
十
川
を
横
断
し
て

大
井
川
地
区
の
八
木
集
会
所
へ
生
活
用
品

を
配
送
す
る
実
験
、「
測
量・調
査
」
で
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

七
里
小
学
校
北
西
斜
面
の
測
量
調
査
の
ほ

か
、
大
正
中
津
川
地
区
の
成
川
橋
周
辺
道

路
や
山
林
の
測
量
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
実
験
で
は
、
全
事
例
で
予
想
以
上

に
ド
ロ
ー
ン
の
実
用
可
能
性
が
期
待
で
き

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
費
用
や
安
全

面
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し

て
は
、
農
林
業
や
防
災
、
教
育
な
ど
様
々

な
分
野
で
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
ド
ロ
ー

ン
の
利
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
台
風
14
号
に
よ
る
被
害
状
況

　
９
月
17
日
に
本
町
に
接
近
し
た
台
風
14

号
で
は
、
６
時
間
降
水
量
が
観
測
史
上
最

多
の
３
０
２
ミ
リ
を
記
録
し
、
町
東
部
を

中
心
に
河
川
の
氾
濫
や
が
け
崩
れ
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
一時
は
２
集
落
が

孤
立
す
る
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

主
な
被
害
は
、
志
和
地
区
を
中
心
に
床

上
浸
水
９
件
、
床
下
浸
水
39
件
、
水
道
管

断
裂
に
よ
る
断
水
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
施
設
の
被
害
は
42
件
、
作

物
被
害
は
、
東
又
と
仁
井
田
地
区
で
水
稲

が
約
50
ｈａ
、ニ
ラ
０
．５
ｈａ
、シ
ョ
ウ
ガ
１
．

７
３
ｈａ
の
冠
水
被
害
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

復
旧
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
畦
畔
の
流

出
な
ど
農
地
の
被
害
は
35
か
所
、
水
路
な

ど
農
業
用
土
木
施
設
の
被
害
は
63
か
所
で

総
額
２
億
７
４
０
０
万
円
、
河
川
や
道
路

の
公
共
土
木
災
害
は
１
２
４
か
所
で
総
額

３
億
９
７
０
０
万
円
の
復
旧
事
業
費
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

■
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

　
２
０
２
１
大
賞
受
賞

　

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
は
、
全

国
の
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
等
で

シマントチョウ シアワセブック
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